
【お申込み方法】 

講師紹介 

お問い合わせ＆アクセスマップ 

余市エコカレッジへの参加 

【余市エコカレッジ】 
  余市郡余市町登町1863 
＊JR余市駅からバスで10分(赤井川線でモンガク下車)、徒歩3分 
 
【Tel／Fax】0135‐22‐6666 
       
【NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト札幌事務所】 
  札幌中央区宮ヶ丘2丁目1－1－303 
 
【Tel／Fax】 
  TEL: 011‐640‐8411 
  FAX: 011‐640‐8422 
 
【Eメールアドレス】 
 y.ecocollege@gmail.com 
 

＜郵便総合口座＞（ぱるる） 
口座記号番号 19070-38886511 
口座名義   ﾄｸﾋ)ﾎｯｶｲﾄﾞｳｴｺﾋﾞﾚｯｼﾞｽｲｼﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
他銀から振り込む場合 店名 九〇八支店、普通口座 3888651 
 
＜郵便振替口座＞ 
口座記号番号 02700-9-85080 
口座名義   北海道エコビレッジプロジェクト 
ゆうちょに口座のない方はこちらをご利用ください。 
 
＊分割のお支払いを希望する方はご相談ください。 
＊家族割引（2人目からは2割引64000円） 
＊学生割引（3割引56000円） 
＊奨学金制度があります。ご相談ください。 

申込みを希望する方は住所、氏名、連絡先、簡単なプロフィール
を記入の上、開講日までに下記口座に受講料をお振込みください。 
  
通し受講料 80000円 単発受講料15000円 
（教材、毎回の宿泊と2食含む） 

パーマカルチャー理論をベースに、 
エコロジーとコミュニティをテーマ 
にした空間デザインを手がける。 

  建築・プランニング  
  山田貴宏(ビオフォルム環境デザイン室代表) 

エディブルガーデンの設計・施工 
土谷美紀(サンガーデン常務理事) 

花や植物を活用した景観・地域づくりを 
道内各地で指導する。 
恵庭市花のまちづくり推進委員。 

コミュニケーション 
高橋友紀(HarmonyLotus主宰) 

再生エネルギー 
早川寿保 (イオテクノロジー代表) 

全国各地で自家発電の醍醐味を広く伝える
独立型太陽光発電インストラクター。 

低炭素まちづくり 
岩井尚人 (IEPO代表) 

北海道電力、環境省機関勤務を経て独立。 
企業、行政、NPOの環境プロジェクト 
プランニング、マネジメントなどを行う。 

田舎で起業講座 
宮本英樹 (北海道観光まちづくりセンター代表) 

黒松内ぶなの森自然学校、登別ネイチャー 
センターふぉれすと鉱山など道内各地で 
環境教育やエコツーリズムを通した 
地域づくりを牽引する。 

「作り手、使い手、食べ手をつなぐ」 
企画や執筆を手がける。スイーツ王国 
さっぽろアドバイザー。 

シータヒーリング、アロマ風水を活用して 
ココロとカラダと部屋（環境）を整え、 
健康で幸せな喜びあふれる人生を 
サポートしている。 

NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト 
http://ecovillage.greenwebs.net/ 

 

持続可能な農を支える共生産者 
深江園子（ジャーナリスト） 

hasegawa-r22aa
テキスト ボックス

資料６－２（坂本純科様資料）




持続可能な暮らしと地域を実現するための学びあいと，
それを仕事や仕組みとして試行実践する場です. 

現場の素材から資源を見つけたり，地域課題を解
決しながら主体的に「気づく力」「考える力」
「協働する力」を身に着けます. 

♦第５回：8月8～9日♦ 
講義：トランジションタウン（トランジションタウン・ジャパン） 
実習：循環型森林づくりと資源利用 
ワークショップ：地域デザイン 
 

♦第６回：9月12～13日♦ 
講義：田舎で起業講座（宮本英樹） 
実習：養鶏講座（屠畜）と共同調理 
 

♦第７回：10月10～11日♦ 
実習①：野菜の収穫と加工調理（木原） 
実習②：太陽光パネル設置ワークショップ（早川寿保） 
ワークショップ：地域デザイン② 
 

♦第８回：11月14～15日♦ 
デザイン発表と収穫パーティー 
 
＊定員15人 
＊毎回土曜13時集合、日曜12時解散 
＊寝食を共にしながらのチームラーニングです 
＊前泊・後泊も可能です 
＊内容は天候および作物の状況によって変更があります 

上手なコミュニケーション
で健全な関係づくり 

有機的な生産方法と 
地産地消ネットワーク 

地域の相互扶助や 
コミュニティビジネス等に
よる自立した地域づくりの
ための経済 

環境負荷の少ない住まいの 
デザインと化石燃料に依存しない

再生エネルギー 

持続可能なコミュニティ 

持続可能な住まいとエネルギー 

持続可能な経済 

持続可能な食と農 

♦第１回：4月18～19日♦ 
講義：パーマカルチャー概論（山田貴宏） 
実習：鶏観察（ガンダルフの庭／伊藤三太） 
ワークショップ：お互いを知る（高橋友紀） 
 

♦第2回：5月9～10日♦ 
講義：エコビレッジ概論（坂本純科） 
実習：そばの種まき、野草の採集と共同調理 
（余市のぼりんファーム／木原茂明） 
実習②ベンチ制作（鵜飼和敏） 
 

♦第3回：6月13～14日♦ 
実習：ガーデン基盤造成、 
   夏野菜とハーブ苗の定植（土谷美紀） 
講義：未来のエネルギーと低炭素なまちづくり 
  （岩井尚人） 

 
♦第４回：7月11～12日♦ 
講義：共生産者になろう（深江園子） 
実習：ワインブドウの栽培管理（小西史明） 
ワークショップ：コミュニケーション 

余市エコカレッジとは プログラム＆スケジュール 

エコカレッジ学びの4つの柱 

農業・養鶏 伊藤三太（ガンダルフの庭） 
ブルーベリーを中心に養鶏や養蜂など家畜も含めた循環型の農業
を目指す。地域の歴史文化に詳しいフットパスツアーの名ガイド。 

農業・加工 木原茂明（余市のぼりんファーム） 
セルフビルドした木造住宅でファームインを営む。ワインブドウ
と海の見える丘の風景が訪ねる人に人気。 

食育・起業 伊藤規久子（余市テラス） 
安心安全な食を通じた地域コミュニティづくりを推進する。 
全道でコミュニティレストランの起業も指導。 

農業・醸造 小西史明（登醸造） 
東京都内のマンションのベランダでワインブドウを育てたことが
きっかけで就農。自宅を改造した小さなワイナリーを経営。 

全体ファシリテーター 坂本純科 
（NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト） 

エコビレッジをモデルにした教育プログラムや 
コミュニティファームなどの地域プロジェクトを実践する。 

農業・木工 鵜飼和敏（体験農園 百姓園） 
摘み取り体験農園を営む傍ら、木工や加工、蕎麦打ちなど多彩な
特技を披露するまさに百姓。 

地域の運営メンバー 


